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〈安全上のご注意〉
本製品を安全に御使用いただく為に、下記事項を遵守して下さい。

これらの注意事項を守られない場合は、取扱者または関連する設備や装置に傷害も

しくは損害を与えることがあります。注意事項を守らずに御使用になった場合に生じた

事故に関しては弊社は責任を負いません

本製品を使用した最終製品における安全確保は、最終製品側で行って下さい。

〈表示の説明〉

〈図記号の説明〉

保守点検時は事故を防ぐために、必ず電源を切ってから行って下さい。

操作時は目で確かめて手で確実に操作して下さい。

本製品を御使用の前に、取扱説明書を読んで使用条件との整合性を確認して下さい。

本取扱説明書は製品の近くに保管し、いつでも取り出して使用できるようにして下さい。

取扱説明書で明示された仕様環境の範囲内で御使用下さい。

使用前にがたつき、脱落等がないように所定の取付金具にて取り付けて下さい。

取付時に発生する切りくずやゴミなどは製品の内部、端子部に付着させないで下さい。

本製品の取付及び御使用前には、必ず取扱説明書をよく読み、その指示に従って
正しく御使用下さい。

大きな電気的ノイズ発生源のない場所、および他の機器からの悪影響を
受けない場所に設置して下さい。

本製品の故障や誤動作が直接人命を脅かしたり、人体に
危害を及ぼす恐れのある用途には使用しないで下さい。

感電する危険がありますので、手で金属端子部に触れないで下さい。

水につけたり、水をかけたりしない様にして下さい。

注意

警告

御客様が本製品を修理又は改造して発生した事故に対しては、弊社は一切の
責任を負いません。修理は当社に御相談下さい。

異常が発生した場合は、必ず電源を切って下さい。
異常原因を取り除き運転を再開して下さい。

本製品にはアラーム機能が搭載されていますが、本質的な安全対策は
装置側で行う様にして下さい。

警告：

注意：

取扱いを誤った場合、使用者が重傷や傷害を負うかまたは、関連する設備や装置
に傷害及び本製品の機能の一部に重大な悪影響を及ぼす可能性があります。

取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うかまたは、関連する設備や装置に傷害
及び本製品の機能に悪影響を及ぼす可能性があります。

禁止事項（してはいけない事）をあらわします。
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

指示する内容（必ずする事）を示します。
具体的な指示内容は、図記号の中の近くに絵や文章で示します。
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指示

指示

禁止

禁止

指示

指示
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◇保証期間と保証範囲◇
【保証期間】

納入品の保証期間は御注文主の指定納入先に納入後、下記期間と致します。
－１０～５０℃環境範囲で使用時：３年
－１０～６０℃環境範囲で使用時：１年

上記温度の測定は製品のセンサー配線端子温度を規準とさせて頂きます。
【保証範囲】

上記保証期間中に納入社側の責により本製品に生じた故障に関しては、返品修理を
納入社側の責任において行います。但し、つぎに該当する場合は、この保証の対象か
ら除外させていただきます。
①リレー接点の摩耗、溶着によるリレーの部品寿命の場合。
②需要者側の不適当な取扱い、並びに使用による場合。
③故障の原因が納入品以外の事由による場合。
④納入者以外の改造、または修理による場合。
⑤その他天災、災害などで納入者側の責に有らざる場合。
なお、ここで言う保証は納入品単体の保証を意味する物で納入品の故障により誘発される
損害は御容赦頂きます。

－１－



１．型式番号の構成

　　　　　 　　ＡG ２４ Ｒ - Ｋ Ｒ Ｚ - Ｎ Ｎ Ｎ - ００１
シリーズ型式

プリセット番号

ＤＩＮサイズ型式 ００１：STD

４４：９６ｍｍ（Ｗ）×９６ｍｍ（Ｈ）

４２：９６ｍｍ（Ｗ）×４８ｍｍ（Ｈ） 摘要規格

２４：４８ｍｍ（Ｗ）×９６ｍｍ（Ｈ） Ｎ：無し

３３：７２ｍｍ（Ｗ）×７２ｍｍ（Ｈ） Ｃ：ＣＥ対応（受注生産）

オプション

リモート／ローカル Ｎ：無し

Ｒ：通信機能付き Ｔ：伝送出力　4～20ｍＡ

Ｌ：通信機能無し Ｃ：設定切替接点入力

警報数

センサー入力 Ｎ：無し

温度入力 １：１個

Ｋ：熱電対Ｋ（ｸﾛﾒﾙ-ｱﾙﾒﾙ） ２：２個

Ｊ：熱電対Ｊ（鉄-ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ） ３：３個（受注生産）

E：熱電対E（ｸﾛﾒﾙ-ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ） 入力電圧

T：熱電対T（銅-ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ） Ｚ：ＡＣ１００～２４０Ｖ

R：熱電対Ｒ（白金13%ﾛｼﾞｳﾑ-白金） L：ＤＣ２４Ｖ（受注生産）

S：熱電対Ｓ（白金10%ﾛｼﾞｳﾑ-白金） Ｓ：ＡＣ２４Ｖ（受注生産）

B：熱電対Ｂ（白金30%ﾛｼﾞｳﾑ-白金6%ﾛｼﾞｳﾑ） 出力モード

C：ＰＴ１００Ω旧JIS測温抵抗体 Ｒ：リレー接点出力

G：ＰＴ１００Ω新JIS測温抵抗体(DIN) Ｂ：ＳＳＲ駆動電圧出力　１２V

X：非接触ｾﾝｻｰ　ＩＲ-t/c　　　（受注生産） Ｓ：ＳＳＲ駆動電圧出力　５V (受注生産)

N：ニッケル測温抵抗体　　　　（受注生産）  Ｉ：電流出力（４～２０ｍＡ）

リニア入力

A：電流入力４～２０ｍＡ　　

V：電圧入力１～５Ｖ

※キー操作では温度入力とリニア入力の切換えはできません

　　御使用になるセンサーを確認の上、御発注下さい。

下記の型式組合せは選択できません

     同時選択ができない機能

通信機能

電流出力

電流出力 ⇔ オプション：Ｔ ※受注生産品は納期と仕様を別途ご相談下さい

伝送出力 ⇔ 出力モード：Ｉ

ｵﾌﾟｼｮﾝ選択 ⇔ 他のｵﾌﾟｼｮﾝ

⇔ オプション：Ｃ

－２－



２．外形寸法・パネルカット寸法

２個以上取付時のＨ、Ｌの計算

Ｈ Ｌ

ＡＧ４４ ９２ Ｎ×９６－３

ＡＧ４２ Ｎ×４８－３ ９２

ＡＧ２４ ９２ Ｎ×４８－３

ＡＧ３３ ６８ Ｎ×７２－３

パネル厚
　ｔ＝1～5mm

Ｌ

Ｈ

ＡＧ４４

ＡＧ４２

ＡＧ２４

ＡＧ３３

－３－

+0.8
-0

+0.8
-0

+0.7
-0

+0.8
-0

+0.6
-0

+0.6
-0

+0.7
-0

+0.8
-0



３．取付について

注意

（１）次のような場所への取付はさけて下さい。
①周囲温度が６０℃以上、又は-10℃以下のところ。
②周囲温度変化の大きいところ。
③極端に湿度の高いところ（８５％ＲＨ以上）
④振動・衝撃の激しいところ。
⑤強い電波障害等のあるところ。
⑥腐食性ガス（硫化ガス、アンモニアガス等）の発生
　するところ。
⑦塵埃や水しぶきのかかるところ。

　　　　注意　

（２）取り付け方法

　３項のパネルカット寸法図に従ってカットされたパネル
　前面より本体を差し込んで下さい。

　（パネル板厚は１～５ｍｍで御使用下さい）
　上記の板厚以外への取り付けを御要望の場合は

②ＡＧ３３・ＡＧ４４の場合
　３項のパネルカット寸法図に従ってカットされたパネル
　前面より本体を差し込んで下さい。
　付属のネジ式止め金具により取り付けて下さい。
③２個以上を並べて取り付けられる場合は、ジョインター
　（同梱）を使用して下さい。
　しっかりと取り付ける事ができます。

注意

　既設のＡＲと機能互換型番の場合外ケース、配線をそのままで内部のみ差換え可能ですが、
　ＡＧを挿入する際にケース内の端子部の曲がりが無い事を確認してから挿入して下さい。
　端子部に曲がりが有った場合は、挿入時破損する事が有りますので外ケースごと交換して下さい。

　別売りのネジ式止め金具を御使用下さい。

①ＡＧ２４・ＡＧ４２の場合

　本体をしっかり差し込みますと、付属の取付金具により
　ワンタッチで取り付きます。

ネジ式止め金具

温調器　ＡＧ

－４－

指示

禁止

指示

パネル

取付金具（ＡＧ２４・ＡＧ４２のみ）



４．外部配線
　◇端子配線図

◇結線上の注意

端子ネジはＭ３．５を使用しています、適合したドライバーで締めて下さい。
端子ネジは締め付けトルク８Ｋｇｆ程度でしっかりと締めて下さい。
配線は端子配線図を確認し所定の位置にまちがいなく接続して下さい。

センサーの測温抵抗体Ｐｔ１００Ωは３線式を使用し、３線同じ配線長にして下さい。

配線は圧着端子等を使用して下さい。より確実に締められます。

圧着端子の配線は１箇所に２個以上配線しないようにして下さい。
センサーはシールド処理のされた物を使用して下さい。ノイズ等に対し安定に使用できます。

通信ケーブルはＩＥＥＥ４８５に準拠したものを御使用下さい。

注意

電圧／電流入力、電流出力、センサー，ＳＳＲ駆動電圧等極性を確認の上間違いなく
配線して下さい。
①～⑨の電源関係配線（AR33は①～⑦）と、⑯～⑱のセンサー入力配線（AR33は⑫～⑭）は、離
して配線して下さい。一緒に束線したり、這わせたりすると誤動作の原因になる事があります。

リード線をストリップ後、そのまま配線される場合は減線やヒゲ等のないように
注意の上ツイスト処理や半田処理をした後、配線して下さい。

配線後はリード線が抜けたりしないか圧着端子のカシメやネジの締め付けを確認してください。
締め付けが不十分な場合発熱、発火の原因となることがあります。

－５－

主制御出力
リレー接点

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

～

Ｍ＋

Ｍ－

主制御出力
SSR駆動電圧

１００～２４０VACＤＣ２４Ｖ
（受注生産）

電源＋

-

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱
熱電対

測温抵抗体

ＣＴ入力

伝送・電流出

通信RS485

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

接点切

電圧・電流入力

主制御出力
リレー接点

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

～

１００～２４０VACＤＣ２４Ｖ
（受注生産）

電源＋

-

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
熱電対

測温抵抗体

ＣＴ入力

電流出力

Ａ

Ｂ

Ｂ
電圧・電流入力

警報２出力

警報１出力

警報　ＣＯＭ

警報２出力

警報１出力

警報　ＣＯＭ

主制御出力
SSR駆動電圧

ＡＧ４４
ＡＧ４２
ＡＧ２４

ＡＧ３３

指示

警報３出力
（受注生産）

kazutoshi.umemiya
タイプライターテキスト
赤・白・黒の場合Aは赤



５．各モード・機能・コマンドの説明
本温度調節器には制御状態の運転モードの他に機能の選択や定数の調整、設定を行う為の５つの
モードが有ります。各モードには７頁設定項目があります。

　各モードについて
◇初期設定モード：（『∧』『＞』キー押下 ３秒連続）

入力信号を初め制御モード、外部入力、警報種類等発注型番できめられた内容を変えたい場合に必要な
モードです。
初期設定モードの項目を変更すると、選択調整モード・選択設定モードに登録された項目が全て解除されます
ので、御注意下さい。

◇調整モード：（『∧』『＞』キー押下 １秒連続）
装置立ち上げ時に操作される可能性のある内容が入っています。ＰＩＤ定数、オフセット値センサー誤差補
正、ヒータ断線設定等があります。

◇選択調整モード：（『∧』『＞』キー押下）
調整モードで登録された設定項目を表示するモードです。最大８項目まで登録可能です。

◇設定モード：（『ＳＥＴ』キー押下 １秒連続）
ほとんどの御客様が必ず使用する制御温度や警報温度の設定を行うモードです。

◇選択設定モード：（『ＳＥＴ』キー押下）
設定モードで登録された設定項目を表示するモードです。全項目登録することも可能です。

◇運転モード：
通常の運転制御状態でPV表示部には現在温度、ＳＶ表示部には主設定温度が表示されます。

　機能・コマンドについて
◇キーロック機能：（『ＳＥＴ』キー押下 ３秒連続）

ロックを解除する為のSETキー操作以外のキー操作が全てできなくなる機能です。

◇モードロック機能：（『＜』『＞』キー押下 ３秒連続）
「各モードへの入り方」のキー操作がきかなくなり、各モードへの移行ができなくなる機能です。
PID定数やヒーター断線設定、センサー補正等変更させたくない場合に御使用下さい。

◇設定内容確認機能：（『∧』『＜』キー押下）
設定した値（調整・設定モード）を確認することが出来ます。

◇現在値確認機能：（『∧』『＜』キー押下 ３秒連続）
制御出力・ヒーター電流値・タイマー残り時間を確認することが出来ます。

◇AT機能：（『＞』『∨』キー押下）
制御をPID制御にしている場合、自動でPID値を設定するオートチューニングを行います。

◇ｒｕｎ／ｓｔｏｐ機能：（『＜』『∨』キー押下 １秒連続）
ＡGの出力を停止（ｓｔｏｐ)させたり、出力を再開（ｒｕｎ）させたりします。

◇ｏｎ／ｏｆｆ機能：（『＜』『∨』キー押下 ３秒連続）
ＡGの表示・出力を全て停止（ｏｆｆ）させたり、通常の運転状態（ｏｎ）に戻したりします。

◇モード終了コマンド：（各モード中に『∨』『SET』キー押下）
各モードを終了し、運転モードに戻ります。表示中の項目は設定されません。

◇ロールバックコマンド：（各モード中に『∧』『SET』キー押下）
各モードで、一つ前の項目を表示します。ただしこのコマンドでモード間遷移はできません。
また、表示中の項目は設定されません。

◇選択調整・選択設定登録／解除コマンド：（調整モード・設定モード中に『＞』『SET』）
選択調整・選択設定モードで表示する項目を登録／解除します。

－６－



◇キー操作によるモード移行・機能一覧

選択調整モード 初期設定モード

***（１）*** 入力信号選択
***（２）*** 小数点位置選択
***（３）*** ＩＲセンサー補正選択
***（４）*** 制御モード選択
***（５）*** フィルター定数選択
***（６）*** 外部入力設定選択
***（７）*** 制御LED方向選択
***（８）*** バーンアウト方向選択

出力リミット選択

調整モードの項目で 警報種類選択
よく御使用になる項目 運転（ｒｕｎ）モード 警報モード選択

を８項目まで選択設定 警報LED方向選択
できます ヒーター電流ＣＴ選択

各モードから
運転モードへの戻り方

①モード終了コマンド
選択設定モード

調整モード

***（１）***
***（２）*** 通信アドレス設定
***（３）*** ※SETを先に押さないよう リニア上限スケーリング
***（４）*** 　　注意してください リニア下限スケーリング
***（５）*** 設定範囲上限設定
***（６）*** ②３０秒放置 設定範囲下限設定
***（７）*** 出力リミット上限設定
***（８）*** ③項目の最後で『SET』 出力リミット下限設定
***（９）*** （初期設定・調整モード以外） Ｐ　時間設定

Ｐ　バンド設定
Ｉ　定数設定

設定モードの項目で Ｄ　定数設定
よく御使用になる項目を 一つ前の項目を表示する ＡＲＷ　定数設定

選択設定できます ロールバックコマンド ｏｎ／ｏｆｆ感度設定
オフセット値設定

センサー誤差補正設定
ＩＲセンサー傾き補正設定

※調整・設定モードでの 伝送出力４＝設定
選択モードへの登録方法 ※SETを先に押さないよう 伝送出力２０＝設定

　　注意してください ヒーター電流測定
ヒーター断線値設定

警報感度設定

現在値確認機能

設定内容確認機能 制御出力量表示
　 ヒータ電流値表示 設定モード

設定内容の一覧表示
主制御温度設定

第２制御温度設定
第１警報温度設定
第２警報温度設定
第３警報温度設定

モードロック機能 ヒーター断線設定値確認

キーロック機能 モードロック－１

モードロック－２
キー操作ロック モードロック－３

ｒｕｎ／ｓｔｏｐ機能 ｏｎ／ｏｆｆ機能 ＡＴ機能

ｒｕｎ ｏｎ ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ開始
ｓｔｏｐ ｏｆｆ ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ終了

運転モードで
使用可能な機能

１秒

SET

SET

SET

SET

３秒

３秒

１秒

SET

SET

SET SETSET

SET

SET

３秒１秒

３秒

SET

SET

３秒

SET

SET

MODE

MODE

MODE

CHECK

CHECK

OFF OFF AT



６．各部の名称と機能

　キー名称 概　　　　　　　　　要

①ＰＶ表示 現在温度表示、又は設定項目をメッセージ表示します。
７ｓｅｇオレンジ色ＬＥＤ　４桁

②ＳＶ表示 設定温度表示、又はその他の設定値を表示、又は警報内容を表示します。
７ｓｅｇ緑色ＬＥＤ　４桁

③Ｍ-ＬＥＤ 制御出力時又はオートチューニング(AT)の実効状態で緑色ＬＥＤ点灯します。

④Ｓ１-ＬＥＤ 警報出力１動作時に赤色ＬＥＤが点灯します。
⑤Ｓ２-ＬＥＤ 警報出力２動作時に赤色ＬＥＤが点灯します。
⑥Ｓ３-ＬＥＤ 警報出力３動作時に赤色ＬＥＤが点灯します。（ＡＧ３３はありません）
⑦ＳＥＴキー 設定値の確定、保存に使用します。
⑧アップキー 設定値の変更に使用します。キーの組合せにより以下の動作が可能です。
⑨ダウンキー ◇各設定／表示モードに移行　　　　◇オートチューニングの開始／停止
⑩右シフトキー ◇ＰＯＷＥＲ　ＯＮ／ＯＦＦ機能のＯＮ／ＯＦＦ
⑪左シフトキー ◇ｃｈｅｃｋ機能のＯＮ／ＯＦＦ　　◇ｒｕｎ／ｓｔｏｐ機能のＯＮ／ＯＦＦ

７．キー操作詳細（『　』はキー操作をあらわします、二重枠はモードや状態をあらわします）
◇運転モードから各設定モードへの入り方

◇各設定モードから運転モードに戻る方法

運転モード

『∧』『＞』キーの同時押下

１秒連続３秒連続

SET

初期設定
モード

調整
モード

選択調整
モード

選択設定
モード

モード内の最終
項目設定で

次モードへ移行

初期設定
モード

調整
モード

選択調整
モード

設定
モード

運転モード

設定途中でも『∨』『SET』キーの同時押下、又は
キー未操作放置３０秒

設定途中でも『∨』『SET』キーの同時押下、又はキー未操作放置
３０秒又はモード内の最終項目設定で

－８－

設定
モード

１秒連続

モード内の最終
項目設定で

次モードへ移行

選択設定
モード

SET

OFF AT

MODECHECK

＜

∧

∨

＞

FENWAL

Ｍ　 　Ｓ１　　 Ｓ２　　Ｓ３

ＰＶ

ＳＶ

④Ｓ１－ＬＥＤ
警報１動作表示LED

⑤Ｓ２－ＬＥＤ
警報２動作表示LED

⑦SETキー

⑩右シフトキー

⑨ダウンキー

⑧アップキー

③Ｍ－ＬＥＤ
制御出力

動作表示LED

⑪左シフトキー

②ＳＶ表示
設定値又は
設定内容表示

①ＰＶ表示
現在値又は
設定項目表示

⑥Ｓ３－ＬＥＤ
警報３動作表示LED



◇ＰＩＤオートチューニングの操作方法
　　設定モードで主制御温度を設定し、下記操作をして下さい。オートチューニング操作する時の温度と設定
　　温度との差は、できるだけ大きく取って（常温から立ち上げて）下さい。

◇ｒｕｎ／ｓｔｏｐ機能・ｏｎ／ｏｆｆ機能の操作方法
　　下記操作により、
　　run：通常運転。stop：通常表示で出力を出さない。ｏｆｆ：表示、出力を全て出さない。
　　の各状態へ移行することができます。

◇設定内容と現在値確認機能
　　下記操作により、
　　調整モード（１１頁）・設定モード（１２頁）で設定した内容を連続的に簡単に見ることができます。
　　制御モード選択で『ＰｉＤ』を選択している場合、制御出力量を見ることができます。
　　異常警報を選択している場合、ヒータ電流値をデジタル表示で見ることができます。

◇キーロック・モードロック機能
　　下記操作により、キーロック・モードロックの設定が可能です。

　　　　　ＰＶ部に『ＬｏＣ．Ｓ』と表示されます。
　　　　　SV部の表示を下記で選択し設定して下さい。
　　　　　　　０：モードロック無し（ロック解除）
　　　　　　　１：初期設定モードロック
　　　　　　　２：初期設定/調整モードロック
　　　　　　　３：初期設定/調整/設定モードロック

運転モード

３秒連続

ＰＶ部に『ｏｕｔ』と表示され制御出力量が
ＳＶ表示部に単位〔％〕で表示されます。（２２頁参照）

終了すると
自動復帰

ＰＶ部に『ct.A』と表示され
SV部にヒータ電流が表示される

運転モード

ＰＶ、ＳＶ部とも表示は変わりません。キー操作
をすると『ＬｏＣ』と表示が出るだけでロック解除
操作以外のキー操作を受け付けなくなります。

SETキー連続３秒押下

『＜』『＞』の同時キー押下３秒連続

キー未操作放置３０秒

『∨』『SET』
同時キー

押下

『∨』『SET』
ダブルキー

押下
ｏｒ

キー未操作
放置３０秒

『∨』『SET』
同時キー押

下

『＜』『∧』の同時キー押下

運転モード

『∨』『＞』の同時キー押下

オートチューニング中はＳＶに現在温度とAｔが交互に表示されます
終了しますとＰＶ表示は現在温度でAｔ表示がされなくなります。

◆オートチューニングスタート→◆ＰＩＤ定数判定→◆定数自動メモリ

運転モード（ｒｕｎ）

『＜』『∨』の同時キー押下

ｓｔｏｐ

ｏｆｆ

１秒連続 ３秒連続

１秒連続 ０．５秒連続

SETキー押下

ＰＶ部に『ｉｎｄ』と表示された後に調整/設定モードの
設定内容が２秒毎に連続で表示していきます。



８．各モード内の機能設定一覧
◆以下の説明において『　』は操作キーを意味します。
◆選択/設定項目の読込及び次項目への移行は『ＳＥＴ』で行われます。
◆選択/設定項目での桁移動は『＜』『＞』数字、文字の増減/変更は『∧』『∨』で行います。
◆前の選択/設定項目に戻りたい時は『ＳＥＴ』を押下したまま『∧』を押下すると『∧』を１回押下する毎に
　１つ前の選択/設定項目に戻ります。但し、各モードの最初と最後の項目では、この操作はできません。
◆必要事項の選択、設定が終了して運転モードへすぐに戻りたいときは『ＳＥＴ』と『∨』の同時押下で運転
　モードに戻れます。

初期設定モード（『∧』『＞』キー押下３秒連続）
選択/設定項目 ＰＶ ＳＶ 備考
◇入力信号の選択 ＩｎＰｔ ０１～１９ 使用されるセンサー入力を選択し

数字（１３頁のコード番号）で入力して下さい
◇小数点位置の選択 ｕｎｉｔ □□□Ｐ． 小数点無しになります
リニア入力時のみ表示されます □□Ｐ．□ 小数点は１０の桁に点灯します

□Ｐ．□□ 小数点は１００の桁に点灯します
Ｐ．□□□ 小数点は１０００の桁に点灯します

◇ＩＲセンサー補正方法選択 ｉｒＨＬ Ｓｔｄ 工場出荷時に標準値で調整してあります
ＵＳＥｒ 設置条件に合わせ調整するとき選択下さい

◇制御モードの選択 Ｃｏｎｔ ＰIｄ ＰＩＤ制御（オートチューニング）動作選択時
ｏｎＦ ｏｎ／ｏｆｆ制御動作選択時
　　ｎ 制御無し、温度計になります。以降、制御関係の

設定項目は表示されません
◇入力フィルター定数の選択 Ｆ＿Ｓｔ ０１～２０ 標準設定は１１です。数値が大きい程フィルター

がききます。
◇外部入力機能の選択（２０頁参照） ｏ．＿Ｓｔ ＡｂＳ 絶対値で設定する時の選択です
外部接点入力タイプのみ表示されます。 ｄｉＦ 主設定に対しての偏差で設定する時の選択です
◇制御LED方向の選択 ｏ．ＬＥｄ Ｈ　ｏｎ 加熱負荷（ヒーター等）を御使用の時の選択です

Ｃ　ｏｎ 冷却負荷（コンプレッサー等）の時の選択です
◇制御出力方向の選択 ｏ．Ａｃｔ ｒ ＰＶ＜ＳＶの時、出力ＯＮさせる場合の選択です

ｄ ＰＶ＞ＳＶの時、出力ＯＮさせる場合の選択です
◇バーンアウト方向の選択 ｂ．ｏｕｔ ｏＦＦ センサー入力異常時に制御出力を作動させる

　ｏｎ 方向を指定します。オフさせる時はｏＦＦ，オンさ
せる時はｏｎを選択下さい。
電流出力の時はセンサー異常時にｏｎ設定で
４ｍＡに、ｏＦＦ設定で２０ｍＡ出力になります

◇出力リミット機能の選択 ｏｕＬｔ ｎｏ 出力リミット　無しの時の選択です
（１５頁参照） Ａｂ 出力リミット　ｙ＝ａｘ＋ｂの時の選択です

ＨＬ 出力リミット　Ｈ＝、Ｌ＝の時の選択です
◇警報種類の選択 ＡＬＳＬ ｎｎｎ 警報無しになります

ｎｎＨ 異常警報になります
ｎｎＡ 温度警報になります
ｎＡＨ 温度警報＋異常警報になります
ｎＡＡ 温度警報＋温度警報になります
ＡＡＨ 温度警報＋温度警報＋異常警報になります
ＡＡＡ 温度警報＋温度警報＋温度警報になります

◇警報モードの選択 ＨＡ ０～７ 異常警報/温度警報は１７頁のコード番号で入力
警報機能選択時のみ表示されます。 Ａ１＝ ００～３２ 下さい。異常警報は０～７、温度警報は００～３２
ＨＡは異常警報選択時のみ表示されます。 Ａ２＝ から選択下さい。００は温度警報無しとなります。

Ａ３＝
◇警報LEDの方向選択 Ａ．ＬＥｄ 　ｏｎ AL２にのみ適用されます、警報リレーON時に警

ｏＦＦ 報LEDの点灯/消灯を指定します。
◇ヒータ電流の選択 Ｃｔ ２５ CTL-6S-H使用時（～２５Ａ）

５０ CTL-12-S56-10使用時（～５０Ａ）

※　初期設定モードの項目を変更すると、選択調整・選択設定の登録がリセットされます。ご注意下さい。

－１０－



調整モード（『∧』『＞』キー押下１秒連続）
選択/設定項目 ＰＶ ＳＶ 備考
◇通信アドレスの設定 ＡｄｒＳ ０１～３１ 通信機能付きのみ表示されます。２桁の数字で
通信機能付きのみ表示されます 入力して下さい。
◇返信待機時間 ｒＥＳ．ｄ １０～１０００ 通信機能付きのみ表示されます。リクエストを送信してから

通信機能付きのみ表示されます レスポンスが返ってくるまでの待機時間を設定します。

◇リニア入力上限値の設定 Ｈ＝ ～１９９９ 電圧、電流入力時のスケーリングを行います。
◇リニア入力下限値の設定 Ｌ＝ －１９９９～ 上限値Ｈ＝と下限値Ｌ＝を設定して下さい
電圧、電流入力タイプのみ表示されます ＨとＬの設定最小幅は５０以上にして下さい
◇設定範囲上限値の設定 Ｈ＝ 選択した 使用センサーの温度範囲で最小範囲５０以上
◇設定範囲下限値の設定 Ｌ＝ センサーの で設定下さい。

温度範囲
◇出力リミット上限値の設定 ｏＬ－Ｈ 選択した １５頁の設定方法を参照下さい
◇出力リミット下限値の設定 ｏＬ－Ｌ センサーの
出力リミット機能選択時のみ表示されます 温度範囲
◇比例時間の設定（Ｐ－タイム） Ｐｔ＝ ０．５～６４ ０．５／１／２／４／８／１６／３２／６４秒の中から
ＰＩＤ制御選択時のみ表示されます 選択して下さい。
◇比例帯の設定（Ｐ－バンド） Ｐｂ＝ 温度範囲の 比例制御が含まれる場合のみ設定できます。
ＰＩＤ制御選択時のみ表示されます ０～２００％ 設定される単位は℃です。０設定はON/OFF制御

になります。
◇積分時間の設定（Ｉ－タイム） Ｉ＝ ０～３９９９ 積分制御が含まれる場合のみ設定できます。
ＰＩＤ制御選択時のみ表示されます 設定される単位は秒です。０設定はＩ機能無し
◇微分時間の設定（Ｄ－タイム） ｄ＝ ０～３９９９ 微分制御が含まれる場合のみ設定できます。
ＰＩＤ制御選択時のみ表示されます 設定される単位は秒です。０設定はＤ機能無し
◇ｱﾝﾁﾘｾｯﾄﾜｲﾝﾄﾞｱｯﾌﾟの設定（ＡＲＷ) Ａｒ＝ １～１００ 積分制御が含まれる場合のみ設定できます。
ＰＩＤ制御選択時のみ表示されます 設定される単位は％です。（出荷時設定１００）
◇ｏｎ／ｏｆｆ感度の設定 ｄｉＦ＝ １～９９ ON/OFF制御のみ表示されます。
ON/OFF制御選択時のみ表示されます ０．１～９９．９ 単位は℃です。
◇オフセット値の設定 ｒＳｔ －９．９～９．９ 単位は℃です。

－９９～９９
◇センサー誤差補正の設定 ＳＡｄＪ －９．９～９．９ 単位は℃です。

－９９～９９
◇ＩＲセンサー傾き補正 ＬｂＦｒ －１００～５００ 低点の補正前の『温度値を』入力して下さい
１４頁参照 ＬＡＦｔ －１００～５００ 低点の補正後の『温度値にする』を入力して下さい
ｾﾝｻｰ15～18でUSEr選択時のみ表示されます ＨｂＦｒ －１００～５００ 高点の補正前の『温度値を』入力して下さい

ＨＡＦｔ －１００～５００ 高点の補正後の『温度値にする』を設定して下さい
◇伝送出力スケーリング　４ｍＡ＝ ４＝ 選択した ４ｍＡ＝低点設定、２０ｍＡ＝高点設定
◇伝送出力スケーリング２０ｍＡ＝ ２０＝ センサーの 又は４ｍＡ＝高点設定、２０ｍＡ＝低点設定
伝送出力タイプのみ表示されます 入力範囲 のどちらの設定もできます。
◇ヒーター電流値の確認 ｃｔ．Ａ □□．□ 指定のＣＴ接続された時の入力に従い、ヒーター
異常警報選択時のみ表示されます 電流値を表示します。１８～１９頁を参照下さい
◇ヒーター断線判定値の設定 ＨＡＬ ０．１～５０．０ 上記で表示された電流値を参考に設定して下さい
異常警報選択時のみ表示されます 設定方法は１８～１９頁を参照下さい
◇警報感度の設定 ＡＬｄＦ １～９９ 単位は℃です。
警報付きタイプのみ表示されます ０．１～９９．９

選択調整モード（『∧』『＞』キー押下）
◇調整項目の中で操作頻度の高い項目を選択し簡単に操作できる選択調整モードに持ってくることができます。
◇選択調整項目に持ってこられる項目は８項目まで可能です。８項目を越えて選択しますと『Ｅｒ１０』が表示されます。
◇選択調整項目で出てくる表示は調整項目で表示される順番と同様の順番になります（選択順にはなりません）。

選択/設定項目 ＰＶ 操作 備考
◇選択調整モードへ登録 □□□□　 『＞』を押下したまま『ＳＥＴ』を押下すると
　　（調整モード中） ↓ 『＞』＆『ＳＥＴ』 最小桁に『．』が点灯します。この『．』が点滅して

□□□□． いる項目は選択されました。
◇選択調整モードから削除 □□□□． 調整モードで最小桁に『．』が点灯している項目
　　（調整モード中） ↓ 『＞』＆『ＳＥＴ』 の所で『＞』を押下したまま『ＳＥＴ』を押下すると

□□□□　 最小桁の『．』が消灯します。この段階で選択調
整モードから削除されます。

◇調整モードと選択調整モードの識別 □□□□． 選択調整モードへ登録後、ＰＶの最小桁の『．』が
点灯している場合は調整モードです。

－１１－
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設定モード（ＳＥＴキー押下１秒連続）
選択/設定項目 ＰＶ ＳＶ 備考
◇主温度設定値の設定 Ｓ．Ｐ 選択した 制御したい温度設定値を絶対値で入力して下さい。

センサーの 温度範囲については２３頁を参照下さい。
温度範囲

◇第２制御点温度の設定 Ｓ．Ｐ２ 外部接点入力タイプを指定された機種のみ表示
外部接点入力タイプのみ表示されます 選択した されます。初期設定モードで設定された『ＡｂＳ』

センサーの の場合は絶対値で入力して下さい。『ｄｉＦ』で設定
温度範囲 された場合は主設定値『Ｓ．Ｐ』に対する偏差で

入力して下さい。
絶対値の場合は主設定と同じ温度範囲
偏差の場合は±１００℃まで設定できます。
第２設定温度へのの切替方法は２０頁参照下さい。

◇第１警報点の設定 Ａ１　Ｐ 一点警報時の場合『Ａ１　Ｐ』の１点、バンド警報
Ａ１　Ｈ 選択した の場合は『Ａ１　Ｈ』、『Ａ１　Ｌ』の２点の設定を

温度警報選択時のみ表示されます Ａ１　Ｌ センサーの して下さい。『Ａ１　Ｈ』で、バンド警報時の高点の
◇第２警報点の設定 Ａ２　Ｐ 温度範囲 設定をして下さい、『Ａ１　Ｌ』で、バンド警報時の

低点設定をして下さい。
◇第３警報点の設定 Ａ３　Ｐ 独立警報時は絶対値で、追従警報の場合は、

設定値に対する偏差値を±で設定して下さい。
（下図を参照下さい）

◇ヒーター断線設定値の確認 Ｓ．ＨＡＬ ヒーター断線設定値の確認表示が出ます。
異常警報選択時のみ表示されます ここでは設定値の変更はできません。

選択設定モード（ＳＥＴキー押下）
◇設定モード項目の中で操作頻度の高い項目を選択し簡単に操作できる選択設定モードに持ってくることができます。
◇選択設定項目で出てくる表示は設定項目で表示される順番と同様の順番になります（選択順にはなりません）。

選択/設定項目 ＰＶ 操作 備考
◇選択設定モードへ登録 □□□□　 『＞』を押下したまま『ＳＥＴ』を押下すると
　　（設定モード中） ↓ 『＞』＆『ＳＥＴ』 最小桁に『．』が点灯します。この『．』が点灯して

□□□□． いる項目は選択されました。
◇選択設定モードから削除 □□□□． 設定モードで最小桁に『．』が点灯している項目
　　（設定モード中） ↓ 『＞』＆『ＳＥＴ』 の所で『＞』を押下したまま『ＳＥＴ』を押下すると

□□□□　 最小桁の『．』が消灯します。この段階で選択設
定モードから削除されます。

◇設定モードと選択設定モードの識別 □□□□． 選択設定モードへ登録後、ＰＶの最小桁の『．』が
点灯している場合は設定モードです。

－１２－



９．設定機能詳細

設定に関する記述の注意
１ｄｉｇｉｔ＝表示上一桁の事を表しています。
分解能１℃のセンサーでの９９℃と、分解能０．１℃のセンサーでの９．９℃は同じ「９９ｄｉｇｉｔ」です。
リニア入力の場合、小数点の位置を任意に決められますので同じ１ｄｉｇｉｔでも
表示上「１」であったり「０．００１」であったりしますが、説明上１ｄｉｇｉｔ＝１℃としています。

モードを表す略称は以下の通りです。
　初期設定モード  ・・ [初]　・・・・・・ １０頁参照
　調整モード　・・・・・・ [調］　・・・・・・ １１頁参照
　設定モード　・・・・・・ [設]　・・・・・・ １２頁参照

①　センサーに関する設定を行います
●センサーの種類を選択します
初期設定モードでInPtと表示する項目(以下[初] InPt)にし、以下のセンサーコード表から選んでください
○センサーコード

センサー 分解能

Ｋ熱電対 －１００℃ ～ １２００℃ １℃

Ｋ熱電対 －９９．９℃ ～ １９９．９℃ ０．１℃

Ｊ熱電対 －１００℃ ～ ８００℃ １℃

Ｅ熱電対 －２００℃ ～ １０００℃ １℃

Ｔ熱電対 －１５０℃ ～ ３００℃ １℃

Ｒ熱電対 １００℃ ～ １６００℃ １℃

Ｓ熱電対 １００℃ ～ １６００℃ １℃

Ｂ熱電対 ５００℃ ～ １８００℃ １℃

ＪＰｔ１００Ω －２００℃ ～ ４００℃ １℃

ＪＰｔ１００Ω －１９９．９℃ ～ ４００．０℃ ０．１℃

Ｐｔ１００Ω －２００℃ ～ ６００℃ １℃

Ｐｔ１００Ω －１９９．９℃ ～ ６００．０℃ ０．１℃

電圧　　 １Ｖ（－１９９９） ～ ５Ｖ（１９９９） １ｄｉｇｉｔ

電流　*1 ４ｍＡ（－１９９９） ～ ２０ｍＡ（１９９９） １ｄｉｇｉｔ

ＩＲｔ／ｃ ０℃ ～ ４００℃ １℃

ＩＲｔ／ｃ ０℃ ～ ４００℃ １℃

ＩＲｔ／ｃ ０℃ ～ ４００℃ １℃

ＩＲｔ／ｃ ０℃ ～ ４００℃ １℃

ﾆｯｹﾙ測温抵抗体 －５０℃ ～ ３００℃ １℃

*1：電流入力の時は付属の２５０〔Ω〕抵抗を入力端子⑯・⑰（ＡＧ３３は⑫・⑬）に接続して下さい

●入力フィルター定数を設定します（[初] F_St）
入力温度を移動平均化して表示することにより、温度のふらつきを抑える事が出来ます。
フィルター定数を大きくすればより安定しますが、急な温度変化の対応に遅れが出る場合があります。
フィルター小さくすれば温度変化に即反応しますが、温度がふらついて安定しにくくなります。
値は１～２０まで設定可能です。標準設定は１１です。

◇電流（１３）もしくは電流(１４）を選択された場合
◆小数点位置を選択します([初] unit)

内容
小数点無しになります
小数点は１０の桁に点灯します
小数点は１００の桁に点灯します
小数点は１０００の桁に点灯します

◆リニア入力上限値・下限値を設定します（[調] H=, L=）
　・入力Ｌ（１Ｖまたは４ｍＡ）と入力Ｈ（５Ｖまたは２０ｍＡ）時に表示する値を設定します。
　・－１９９９～１９９９の間で設定してください。
　・ＨとＬの間（設定最小幅）は５０以上にしてください。
　例： Ｈ＝１０００，　Ｌ＝０　とした場合（小数点位置：小数点無しの場合）

入力１Ｖ　⇒　０　　　　入力３Ｖ　⇒　５００　　　入力５Ｖ　⇒　１０００ となります。

Ｐ.□□□

PV表示
□□□Ｐ.
□□Ｐ.□
□Ｐ.□□

１６
１７
１８
１９

１２
１３
１４
１５

０８
０９
１０
１１

温度範囲コード番号

０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７

　　備考

推奨温度範囲：　０～３０℃

推奨温度範囲：　２０～９０℃

推奨温度範囲：　８０～１２０℃

推奨温度範囲：　１６０～２６０℃

例：１００（ｄｉｇｉｔ）の表示
１ ０ ０
１ ０.０
１.０ ０

０.１ ０ ０

－１３－
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◇ＩＲｔ／ｃ（１５～１８）を選択された場合
◆ＩＲｔ／ｃ補正方法を選択します([初] irHL)

内容
工場出荷時に標準値で調整してあります
設置条件に合わせて調整するとき選択下さい

◆ＩＲｔ／ｃ傾き調整をします（補正方法 USErの場合のみ)([調] HbFr, HAFt, LbFr, LAFt)
低点側の基準にする温度（室温等）と高点側の基準にする温度（制御したい温度）を決めます。
基準にする温度計で低点側、高点側の温度を測定します。
同時にＩＲｔ／ｃを使用し、ＡGでその時の温度をＰＶ表示で確認します。

内容
高点側のＩＲｔ／ｃで測定したＡGの読み （Ｔ１）
高点側の基準にした温度計の読み （Ｔ２）
低点側のＩＲｔ／ｃで測定したＡGの読み （Ｔ３）
低点側の規準にした温度計の読み （Ｔ４）

温度調節器 Ｔ１
ＡＧ Ｔ３

規準とする Ｔ２
温度計 Ｔ４

※設定条件　Ｔ２≠Ｔ４（Ｔ２＝Ｔ４はできません）

◇ＩＲｔ／ｃ（１５～１８）以外を選択された場合
◆センサー誤差補正を設定します（[調] SAdJ）
　ＡＧの指示温度と基準温度計の指示に誤差がある場合、ＡＧの指示温度を補正する事ができます。
　※誤差温度は制御したい温度での値を参考に設定して下さい。
　例えば基準温度計よりも1℃高くＡＧが指示する時は、センサー誤差補正を－１℃に設定してください。
　　－９９～９９ｄｉｇｉｔの範囲内で設定可能です。（センサーの分解能が０．１℃の場合はー９．９～９．９℃）

②　制御に関する設定を行います
●制御モードを選択します（[初] Cont）

制御モードはPID制御・ON/OFF制御から選択可能です。ＰＩＤ制御については２１頁を御参照下さい

◇ＰＩＤ制御を選択された場合
◆比例時間（Ｐ－タイム）を選択します（[調] Pt=）　※ただしリレー／ＳＳＲ出力の時のみ表示されます。
　０．５／１／２／４／８／１６／３２／６４秒の中から選択してください

◆比例帯（Ｐ－バンド）を設定します（[調] Pb=）
　Ｐ、ＰＩ、ＰＤ、ＰＩＤ制御時の比例帯を設定します。
　設定できる範囲は、制御温度範囲の０～２００％です。値は絶対値を入力します。
　比例帯が０℃の場合、ＯＮ／ＯＦＦ制御となります。

◆積分時間（Ｉ－タイム）を設定します（[調] I=）
　ＰＩ、ＰＩＤ制御時の積分時間を設定します。
　設定できる範囲は、０～３９９９秒です。値が０の時は積分機能は働きません。

◆微分時間（Ｄ－タイム）を設定します（[調] d=）
　ＰＤ、ＰＩＤ制御時の微分時間を設定します。
　設定できる範囲は、０～３９９９秒です。値が０の時は微分機能は働きません。

◆アンチリセットワインドアップ（ＡＲＷ）を設定します（[調] Ar=）
　積分機能を、比例帯の何％の領域で行うか設定します。
　設定できる範囲は、０～１００％です。制御に問題がなければ１００％に設定して下さい。

ＰＩＤ制御になります。オートチューニングを使用する時もこの設定にして下さい。
ｏｎ／ｏｆｆ制御動作になります。
制御無し、温度計になります。以降の制御関係項目は設定できません。

ＵＳＥｒ

LAFｔ

ＰＩＤ
ｏｎＦ

ｎ

PV表示
HbFr

PV表示
Ｓｔｄ

内容PV表示

高点側　読み値
低点側　読み値
高点側　計測値
低点側　計測値

HAFｔ
LbFr

ＩＲｔ／ｃ
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◇ＯＮ／ＯＦＦ制御を選択された場合
◆ＯＮ／ＯＦＦ感度を設定します（[調] diF=）
　 ＯＮ／ＯＦＦ制御でのヒステリシス（不感帯）を設定します。

・センサーの分解能が０．１℃の場合
　０．１～９９．９℃まで設定可能です。

・センサーの分解能が１℃の場合
　１～９９℃まで設定可能です。

●制御ＬＥＤ方向を選択します（[初] o.LEd）
制御対象が加熱負荷か、冷却負荷かによってＬＥＤの点灯方向を決定します。

●制御出力方向を選択します（[初] o.Act）
現在温度と設定温度の位置関係から、負荷をＯＮさせるのかＯＦＦさせるのか判断する項目です。

●バーンアウト方向の選択（[初] b.out）
センサー入力異常時に、制御出力を動作させる方向を指定します。

●出力リミット機能の選択（[初] ouLt）
出力リミットの方式を選択します。方式は下図を参考に選択してください。

◇出力リミット機能Ａｂ、もしくはＨＬを選択された場合
◆出力リミット上限値・下限値を設定します（[調] oL-H, oL-L）

○出力リミットの方式と上限値・下限値の関係図

出力をＯＦＦさせます。電流出力オプション時には、２０ｍＡ出力となります。
出力をＯＮさせます。電流出力オプション時には、４ｍＡ出力となります。

内容
加熱負荷（ヒーター等）を御使用の時の選択です
冷却負荷（コンプレッサー等）を御使用の時の選択です。

内容
加熱負荷（ヒーター等）を御使用の時の選択です。ＰＶ＜ＳＶで出力をＯＮさせます。
冷却負荷（コンプレッサー等）を御使用の時の選択です。ＰＶ＞ＳＶで出力をＯＮさせます。

内容

PV表示

PV表示
Ｈｏｎ
Ｃｏｎ

r
d

PV表示
oFF
on

PV表示
ｎｏ
Ａｂ
ＨＬ

内容
出力リミット　無しの時の選択です。
出力リミット　ｙ＝Ａｘ＋Ｂ方式の時の選択です。
出力リミット　Ｈ＝，　Ｌ＝方式の時の選択です。

100％

    0％

ｙ=ax+b

ｏＬ－Ｈ

ｏＬ－Ｌ

出力量

Ｐ-band

リミット無し

Ｈ／Ｌ

S.VPV≦SV PV≧SV

出力方向
選択『ｒ』時

目標温度 ON/OF
F
感度

現在温度

制御出力

温度

O

OF
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Ａｂ方式を選択された場合、制御出力０％の時ｏＬ－Ｌ、１００％の時にｏＬ－Ｈとなるような直線となります。
ＨＬ方式を選択された場合、制御出力演算でｏＬ－Ｌ以下・ｏＬ－Ｈ以上をカット（固定）する形となります。

●設定範囲上限値・下限値を設定します（[調] H=, L=）
使用センサーの温度範囲で設定して下さい（１３頁　センサーコード参照）
※上限値～下限値の温度範囲は５０ｄｉｇｉｔ以上になるよう設定して下さい

●オフセット値（マニュアルリセット）を設定します（[調] rSt）
Ｐ制御などにより制御にオフセットが生じている際、設定します。
例えば設定温度より１℃低い値で安定してしまっている時は、オフセット値＝１℃としてみてください。
設定可能な範囲は－９９～９９ｄｉｇｉｔです。

●主設定温度を設定します（[設] S.P）
制御したい温度設定値を絶対値で入力してください。
設定範囲上限値・下限値の範囲内（初期状態では１３頁　センサーコード範囲）で設定して下さい。

●第２設定温度を設定します（[設] S.P2）
⇒　２０頁「◇設定切替接点入力オプションで注文された場合」参照

③　警報に関する設定を行います
●警報種類の選択をします。（[初] ALSL）

警報の種類を選択します。注文時に御指定いただいた警報数に応じて表示が異なりますので御注意下さい。
警報発動時に出力する端子は下図を御確認下さい。

○警報種類の選択と警報出力端子

PV表示 内容
ｎｎｎ 警報無しになります

ＡＡＨ 異常警報＋温度警報＋温度警報になります（受注生産）
ＡＡＡ 温度警報＋温度警報＋温度警報になります（受注生産）

ｎｎＨ
ｎｎＡ
ｎＡＨ
ｎＡＡ

異常警報になります
温度警報になります
異常警報＋温度警報になります
温度警報＋温度警報になります

警報２出力

警報１出力

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

警報　COM

主制御出力
リレー接点

警報３出力
（受注生産）

－１６－

ｎＡＨを
選択した時

ＡＡＨを
選択した時

ＡＡＡを
選択した時

ｎＡＡを
選択した時

温度警報はＡ１（⑤－⑥）
異常警報はＡ２（④－⑥）
に出力します

温度警報１はＡ１（⑤－⑥）
温度警報２はＡ２（④－⑥）
に出力します

温度警報１はＡ１（⑤－⑥）
温度警報２はＡ２（④－⑥）
異常警報はＡ３（⑨－⑥）
に出力します

温度警報１はＡ１（⑤－⑥）
温度警報２はＡ２（④－⑥）
温度警報３はＡ３（⑨－⑥）
に出力します

ｎｎＨを
選択した時

ｎｎＡを
選択した時

温度警報はＡ１（⑤－⑥）
に出力します

異常警報はＡ１（⑤－⑥）
に出力します



●警報モードを選択します（[初] HA, A1=, A2=, A3=）
異常警報/温度警報のモードを選択します。
下記異常警報コード表／温度警報コード表を参考に選択してください。

○異常警報コード

×：警報無し
○：警報付き（ラッチ無し）
電流出力タイプはヒーター断線及び出力短絡の検出はできません。

○温度警報コード

　温度警報モードの説明
追従タイプ 警報点は主設定点（ＳＶ）に追従します。主設定点（ＳＶ）プラス２０℃、主設定点（ＳＶ）

マイナス１５℃の様に設定します
独立タイプ 警報点は絶対値で設定します。主設定点（ＳＶ）を変えても警報点は変わりません。

立ち上がりリセット 電源ＯＮ時あるいは（従属タイプの）主設定点の変更時に入力が警報領域に有る場合
でも警報は作動しません。入力が一旦警報領域外に出た後、警報監視状態となり以後
通常の動作となります。

ラッチ ラッチ付きの場合、警報状態になり出力リレーが働きますと、その出力は保持（ラッチ）
されます。このラッチを解除する場合は、一旦コントローラの電源をＯＦＦし、再び電源
をＯＮして下さい。
ラッチ無しの場合は、警報状態では出力リレーは働きますが、入力が警報領域から
外れますと出力リレーは自動的に復帰します。

●警報ＬＥＤの方向を選択します（[初] A.LEd）
ＡＬ２のみに適用されます。警報リレーＯＮ時に警報ＬＥＤの点灯／消灯を指定します。

リレー動作

PV表示 内容

一点警報・独立タイプ

警報モード

―

有り

無し

有り

無し

有り

無し

有り

無し

有り

警報無し

バンド警報・追従タイプ

バンド警報・追従タイプ

バンド警報・追従タイプ

バンド警報・追従タイプ

バンド警報・独立タイプ

バンド警報・独立タイプ

有り

無し

立ち上がり

リセット
―

無し

有り

無し

有り

無し

一点警報・追従タイプ

一点警報・独立タイプ

一点警報・独立タイプ

一点警報・独立タイプ

バンド警報・独立タイプ

一点警報・追従タイプ

一点警報・追従タイプ

一点警報・追従タイプ

バンド警報・独立タイプ

on ＡＬ２のＬＥＤが警報ＯＮ時に点灯、警報ＯＦＦ時に消灯します
ｏＦＦ ＡＬ２のＬＥＤが警報ＯＦＦ時に点灯、警報ＯＮ時に消灯します

２６

２８

３０

３２

１８

２０

２２

２４

１０

１２

１４

１６

０２

０４

０６

０８

２５

２７

２９

３１

１７

１９

２１

２３

０９

１１

１３

１５

０１

０３

０５

０７

　　　コード番号

ﾗｯﾁ無し ﾗｯﾁ有り
００ ００

  　　コード番号

　　ヒーター断線
　　出力短絡
　　センサー断線

7

○
○
○

6

○
○
×

5

○
×
○

4

○
×
×

0

×
×
×

1

×
×
○

2

×
○
×

3

×
○
○

リレーON
LA UASV

LA UA

UA
SV

LA
SV

LA UA

UA

LA

LA UASV
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◇異常警報（ヒーター断線・出力短絡）関係の設定
◆ヒーター電流の選択を行います（[初] Ct）

ヒーター電流値入力用のＣＴ（カレントトランス）のタイプを指定します。

◆ヒーター電流値の確認（[調] ct.A）
この項目では設定は行いません。
指定のＣＴ接続された時の入力に従い、ヒーターに流れている電流値を表示します。

◆ヒーター断線判定値を設定します（[調] HAL）
ヒーターが断線していると判断する電流値の境界線を設定します。
ＡＧの制御出力がＯＮ状態で、１．５秒の間設定値以上の電流が流れない時、ヒーター断線と判断します。
上記ヒーター電流値(ct.A)と、１９頁の設定方法を参考に設定して下さい。
また、設定した値を「ヒーター断線設定値の確認（[設] S.HAL）」で確認できます（確認だけです）。

◇温度警報関係の設定
◆警報感度を設定します（[調] ALdF）

現在温度が警報がＯＮになる温度に達してから（警報ＯＮ状態）、警報がＯＦＦになる温度になっても
温度差が警報感度で設定した温度以上離れるまで警報を維持し続けます。
温度警報のモードで「ラッチ有り」にしている場合は無効となります。
・センサーの分解能が０．１℃の場合、０．１～９９．９℃まで設定可能です。
・センサーの分解能が１℃の場合、１～９９℃まで設定可能です。
　

◆警報温度警報点を設定します（[初] A1 P, A1 H, A1 L, A2 P, A2 H, A2 L, A3 P, A3 H, A3 L）
警報モードの設定で選択した動作に従って、一点警報（上限・または下限警報）の場合はＡｎ　Ｐ、
バンド警報の場合はバンド上限（Ａｎ Ｈ）、バンド下限（Ａｎ Ｌ）を設定します（ｎ＝１～３）
独立警報時は絶対値で、追従警報の場合は設定値に対する偏差値を±で設定して下さい。

ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０使用時（～５０Ａまで）５０

PV表示 内容
２５ ＣＴＬ－６Ｓ－Ｈ使用時（～２５Ａまで）

○警報温度の設定　　独立タイプと追従タイプの違い

ＳＰ

Ａｎ　H　（絶対値で入力）

Ａｎ　Ｌ　（絶対値で入力）

ＳＰ

Ａｎ　H　（ＳＰからの差を入力）

Ａｎ　Ｌ　（ＳＰからの差を入力）

独立タイプ 追従タイプ

Ａｎ　Ｐ　（絶対値で入力） Ａｎ　Ｐ　（ＳＰからの差を入力）

－１８－



前面（操作部）

ｃｔＡ
読み値　Ｉa〔A〕

ｃｔＡ
読み値　Ｉb〔A〕

ＨＡＬ
断線判定設定値　Ｉｘ（参考）
　
　　　　Ｉｘ＝（Ｉa＋Ｉb）/２

◇ヒータを複数並列に使用している場合の設定例

ヒーター

ヒーター

ヒーター

～SSR

Ia〔Ａ〕

CT

－１９－

ヒーター

ヒーター

ヒーター

～SSR
Ib〔Ａ〕

CT

１本はずして
その時の電流
Ｉｂを読みます

電流値測定 断線判定値設定

◇ヒーター断線警報の設定例 ◇ヒーター断線警報を御使用の際は必ず指定の
　ＣＴ（カレントトランス）を御使用下さい。
◇ＣＴは２５Ａまでと５０Ａまでの２種類あります。
　用途に合わせて下記選択、御使用下さい。
　２５Ａ迄はＣＴＬ－６Ｓ－Ｈ
　５０Ａ迄はＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０
◇ヒーター電流の測定はヒーター制御のＯＮ状態が
　１０秒以上ＯＮしている状態で行って下さい。
◇ヒーター電流の表示値は目安です。相対値として
　御使用下さい。又ヒーター電流は電源変動により
　変化しますので電源変動を考慮して設定下さい。
◇ヒーター断線の判定は約１．５秒程かかります
　比例時間（Ｐタイム）を０．５秒又は１秒を選択した
　場合は比例帯内では断線警報を発報しません。
◇微少電流の検出の際はＣＴに通している配線を
　複数（Ｎ）回巻きにする事でＮ倍の検出ができます

◇微少電流時のＣＴへの巻き方の例

ヒーター配線

Ｉａ〔Ａ〕Ｎ回巻き

Ｎ×Ｉａ〔Ａ〕出力

◇ヒータが１本の場合の設定例

ｃｔＡ
　読み値　Ｉa〔A〕
ＨＡＬ
断線判定設定値　Ｉｘ（参考）
　
　　Ｉｘ＝Ｉa×０．５

SSR ～

ヒーター

CT

Ｉａ〔Ａ〕

②
③

⑮
⑯

⑮
⑯

②
③

⑮
⑯

②
③

FENWAL

SET

OFF AT

MODECHECK

＜

∧

∨

＞

Ｍ　 Ｓ１　 Ｓ２　 Ｓ３

ＰＶ

ＳＶ

FENWAL

SET

OFF AT

MODECHECK

＜

∧

∨

＞

Ｍ　 Ｓ１　 Ｓ２　 Ｓ３

ＰＶ

ＳＶ



④　オプション（注文時指定機能）に関する設定を行います
◇通信機能付きで注文された場合

◆通信アドレスを設定します（[調] AdrS）
通信アドレスの設定範囲は１～３１です。
同じラインに同じアドレスのＡＧがある場合、ＡＧのレスポンスを正常に受信出来ません。
通信に関しての詳細は、通信マニュアル（別冊）をご覧下さい。

◆返信待機時間を設定します（[調] rES.d）
返信待機時間の設定範囲は１０～１０００です。（単位：ｍＳｅｃ）
ホスト側からＡＧに対してリクエストを送信すると、ＡＧは設定した時間待機してからレスポンスを返します。
通信に関しての詳細は、通信マニュアル（別冊）をご覧下さい。

◇伝送出力オプションで注文された場合
◆伝送出力スケーリング上限値・下限値を設定します（[調] 4=, 20=）

伝送出力で、４ｍＡ出力させたい時の温度と、２０ｍＡ出力させたい時の温度を設定します。
高温時に４ｍＡ出力、低温時に２０ｍＡ出力させる事も可能です。

◇設定切替接点入力オプションで注文された場合
◆設定切替機能の種類を選択します。（[初] o._St）

設定切替オプションで、第２設定温度（[設] S.P2）に入力する値の扱いを選択します。

◆第２設定温度を設定します（[設] S.P2）
上記選択で、絶対値（ＡｂＳ）を選択した場合は絶対値で入力してください。
偏差（ｄｉＦ）を選択した場合は、主設定温度に対する偏差で入力してください。（下図参照）

※偏差値設定の場合Ｓ．Ｐ２の設定範囲は±１００℃です。

左図の様に配線されたスイッチを切替えることで、
上表の設定に切り替わります。

PV表示 内容

ＡｂＳ（絶対値設定） ｄｉＦ（偏差値設定）

設定値
設定点

ＡｂＳ 絶対値で設定する時に選択します

設定値

１００℃
＋１０℃

主設定
第２設定

ｄｉＦ 主設定温度に対しての偏差で設定する時に選択します。

閉

Ｓ．Ｐ
Ｓ．Ｐ２

外部接点

１００℃
１１０℃

開

Ｓ．Ｐ　１００℃

○第２設定温度の設定例

Ｓ．Ｐ２　　１１０℃

10

11

設定切替接点入力　切替方法

－２０－



１０．オートチューニングのかけ方

オートチューニングはＰＩＤ制御の制御定数を温度調節器が自動的に判定し、その系(SYSTEM)にあった定
数で温度制御を行なう為に行ないます。
オートチューニングの判定はＯＮ／ＯＦＦ制御を３～４回行い、その時のオーバーシュート量やＯＮ／ＯＦＦサ
イクル時間を計測して判定しますので立ち上がり，立下りの遅い系の場合，時間がかかることがあります。
オートチューニングは開始時の温度と制御設定点との温度差をある程度大きく取れる状態でスタートをかけ
て下さい。例えば装置を立ち上げる時に(熱源温度が室温近辺から）スタートをかける様にして下さい。

オートチューニングの開始操作
『＞』『Ｖ』キーの同時押下で始まります。チューニング中はＳＶ表示が『設定温度』と『ＡＴ』が交互に表示さ
れます。終了すると設定温度表示になり、自動的に判定したＰＩＤ値で制御を始めます。

◇より制御を良くされたい方
オートチューニングで判定したＰＩＤ定数は自動的に温度調節器に記憶されますので、再度装置を立ち
上げた時は、前回判定したＰＩＤ値で制御を始めます。
ほとんどの系では問題ありませんが，極端な系（すごく立ち上がりが遅い又は速い系やセンサーの位置が
よくない等）の場合オートチューニング判定値による制御では不満を感じる場合があります。その場合は
下記の操作によって、よりよい制御を行なう事ができます。

Ｐ(比例帯）を変えた場合の応答の変化

Ｉ(積分時間）を変えた場合の応答の変化

Ｄ(微分時間）を変えた場合の応答の変化

※ 上記対処方法は一般的な制御系に見られる特徴であり、御客様の環境によっては
再現しない可能性があります。

小さく
すると

大きく
すると

オーバーシュートやアンダーシュート後
の安定時間が短くなりますが小さな
温度変化に対して細かいハンチングを
生じる事があります。

温度の立上りはゆっくりになり設定
温度に達するまで時間が長くかかる
様になります。安定するまで時間が
かかりますがオーバーシュートは
しなくなります。

大きく
すると

小さく
すると

オーバーシュートやアンダーシュートが
大きくなり，設定点に戻るまで時間が
かかります。

設定点になるまでの時間が長く
なります。安定するまでの時間が
かかりますがハンチングや
オーバーシュート及び
アンダーシュートが小さくなります。

小さく
すると

大きく
すると

オーバーシュートやアンダーシュートが
大きくなり，設定点に戻るまで時間が
かかります。

オーバーシュートやアンダーシュートの
後の安定時間が短くなりますが小さな
温度変化に対して細かいハンチングを
生じる事があります。

設定温度

設定温度

設定温度

Ｐを大きくすると

Ｐを小さくすると

Ｉ　を大きくすると

Ｉ　を小さくすると

Ｄ　を大きくすると

Ｄ　を小さくすると

－２１－



１１．その他

◇出力量の表示
◇リレー出力時
　出力方向『ｒ』、『ｄ』ともリレーのＯＮ時間比率を出力量を表示します。単位は〔％〕です。
◇ＳＳＲ電圧出力時
　出力方向『ｒ』、『ｄ』ともＳＳＲのＯＮ時間比率を出力量を表示します。単位は〔％〕です。
◇電流出力時
　４ｍＡ＝０％、２０ｍＡを１００％として出力量表示します。単位は〔％〕です。

１２．出力ユニットの交換方法

※電圧出力５Ｖ（出力モード：Ｓ）の場合は交換出来ません。

プリント基板

リレーユニット
リレー接点出力時 SSR用電圧出力時

SSR駆動ユニット

－２２－

プリント基板

プリント基板

ソケット

リレーユニット SSR駆動ユニット
リレーユニット又はSSR駆動
ユニットをリードの曲がりに

注意し真上からしっかりおくまで
ソケットに挿入して下さい

注意
曲がり折れの
無い事を確認

して下さい

注意
曲がり折れの
無い事を確認

して下さい

０％

１００％

出力量

リレー又はSSR
ＯＮ時間

リレー又はSSR
ＯＦＦ時間

Ｐタイム

２０ｍＡ

４ｍＡ

出力表示〔％〕



１３．アラームメッセージ

　　　エラー表示 　　　　　　内容 処置
『設定値リミットオーバー』 設定範囲を確認の上、再設定して下さい。

設定された値が指定された範囲を越えています。

『調節器異常』 電源を一度切り、再投入してみて下さい。

温度調節器に異常が発生しました。 電源再投入で修復しない場合は弊社工場での

修理が必要です。

『センサー異常』（断線/短絡等） センサーの断線、ショートが無いか確認下さい。

センサー入力に異常があります。 センサー配線が外れてないかを確認下さい。

センサー配線が指定端子位置に配線されている

※アラーム選択設定時のみ表示します か、極性を逆に配線いていないか等確認下さい。

『負荷断線』（ヒーター断線、制御器故障等） ヒーターの断線や配線外れが無いか確認下さい。

ヒーター断線やヒーター配線の外れ。ＳＳＲ短絡。 SSRが短絡破壊していないか確認下さい。

ＣＴ配線外れ、ＣＴ断線。 ＣＴ配線外れ、ＣＴ断線等が無いか確認下さい。

※アラーム選択設定時のみ表示します

『入力信号レンジオーバー』 項目２『仕様概要』のセンサー入力範囲と御使用の

仕様の入力範囲を越えた値が入力されています センサーを確認の上、配線外れ、断線、接続機器の

４０：　センサー入力　４１：　ＣＴ 出力レベル状態等を確認下さい。

１４．仕様概要
熱電対： K,J,E,T,R,S（指示値の±０．３％又は±２℃の大きい方）±１digit

精度 熱電対： Ｂ（指示値の±０．３％又は±３℃の大きい方）±１digit
周囲温度 （但し、Ｒ、Ｓ入力は０～１００℃、Ｂ入力０～５００℃は精度保証範囲外）
25±5℃ 測温抵抗体： （指示値の±０．３％又は±０．８℃の大きい方）±１digit
に於いて 電圧・電流 （スケーリング幅の±０．３％又は±１ｄｉｇｉｔの大きい方）±１digit

熱電対： K,J,E,T,R,S(JIS,IEC,DIN規格）Ｂ
入力 測温抵抗体： Ｐｔ１００Ω（JIS,IEC,DIN規格）、ＪＰｔ１００Ω（旧JIS）

リニア入力： ＤＣ１～５Ｖ、ＤＣ４～２０ｍＡ
リレー接点出力： （２Ａ／２５０ＶＡＣ，２Ａ／３０ＶＤＣ、　COSφ＝１　　１ｃ接点）

出力 SSR駆動用電圧： ＤＣ１２Ｖ標準  負荷抵抗　２５０Ω以上  （受注生産　ＤＣ５Ｖ 負荷抵抗　２００Ω以上 ）
電流出力： ４～２０ｍＡ　　負荷抵抗　４００Ω以下　１８７分解能（Ｔｙｐ）

伝送出力 測定値をＤＣ４～２０ｍＡで外部出力　　（負荷抵抗４００Ω以下　２９０７分解能（Ｔｙｐ））
（制御出力が電流出力の時は付加できません）
ＰＩＤオートチューニング、ＰＩＤマニュアル、Ｐ、ＯＮ／ＯＦＦ制御

制御方式 比例帯幅（ＰＢ）＝温度範囲の０～２００％　　積分時間（Ｉ）＝０～３９９９秒
微分時間（Ｄ）＝０～３９９９秒　　　　　　　比例周期（ＰＴ）＝０．５～６４秒（選択）
アンチリセットワインドアップ（ＡＲＷ）＝ＰＢの１～１００％
ＯＮ／ＯＦＦ感度（ＤＩＦ）＝０．１～９９．９℃
Ｋ：－１００～１２００℃（－９９．９～１９９．９℃） Ｂ：０～１８００℃

温度範囲 Ｅ：－２００～１０００℃ Ｓ：０～１６００℃
Ｊ：－１００～８００℃ C：－２００～４００℃(－１９９．９～４００．０℃）
Ｔ：－１５０～３００℃ G：－２００～６００℃（－１９９．９～６００．０℃）
Ｒ：０～１６００℃ ＩＲｔ／ｃ：０～４００℃　　　　Ｎｉ：－５０～３００℃

警報機能 最大３点（１ａ）（ＡＧ３３は２点）３２種類の温度警報、センサー/ヒータ異常警報から選択
（ヒータ電流表示機能付き）

外部設定 接点入力切替型：１点ｍａｘ．
通信機能 通信方式　ＲＳ４８５
EEPROM 書き換え回数　100万回
電源電圧 １００～２４０Ｖ．ＡＣ　５０／６０Ｈｚ　フリー電源　　　（受注生産：ＤＣ２４Ｖ±１０％、ＡＣ２４Ｖ±１０％）
動作温度 －１０～６０℃　　　　　　（但し、結露しないこと）
保存温度 －２０～７０℃　　　　　　（但し、結露しないこと）
動作湿度 ＲＨ　４０～８５ ％　　　　（但し、結露しないこと）
消費電力 １２ＶＡ　以下
絶縁抵抗 １００ＭΩ以上ＤＣ５００Ｖ、出力リレー端子と電源端子間
絶縁耐圧 ＡＣ２３００V　1分間、出力リレー端子と電源端子間
耐震性 １０～５５Hz、全振幅　０．３mm　X,Y,Z各方向　１時間

耐衝撃性 １８．６　m/ｓ２　（２０Ｇ）、X,Y,Z各方向 ５回

－２３－
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AGシリーズ 工場出荷時設定

注記 ： 
   型式番号については２頁をご参照下さい
   各選択/設定項目の詳細については１０～２０頁をご参照下さい
   センサー入力の温度範囲については２３頁をご参照下さい
   以下の出荷時設定は、標準設定品（型式番号の末尾が-001のもの）に限ります

初期設定モードの出荷時設定
選択/設定項目 PV SV 備考

入力信号 InPt 01～19 ご注文型番のセンサー入力により設定
小数点位置 unit □□□P. センサー入力が電圧または電流の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
IRセンサー補正方法 irHL Std センサー入力がIrt/cの場合

－ 上記以外の場合は設定しない
制御モード Cont PIｄ PID制御

入力フィルター定数 F_St 11 －
外部入力機能 o._St AbS 外部接点入力(C)オプション付の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
制御LED方向 o.LEd H on 加熱負荷
制御出力方向 o.Act r PV ＜ SVの時、出力ON

バーンアウト方向 b.out oFF －
出力リミット機能 ouLt no 出力リミットなし

nnn ご注文型式で警報数がN（無し）の場合
警報種類 ALSL nnA ご注文型式で警報数が1の場合

nAH ご注文型式で警報数が2の場合
AAH ご注文型式で警報数が3の場合

HA 1 ご注文型式で電流出力の場合
7 ご注文型式で警報数が2または3の場合
－ 上記以外の場合は設定しない

A1= 25 ご注文型式で警報数が1～3の場合
警報モード － 上記以外の場合は設定しない

A2= 25 ご注文型式で警報数が3の場合
－ 上記以外の場合は設定しない

A3= － 設定しない
警報LED A.LEd on ご注文型式で警報数が2または3の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
ヒータ電流 Ct 25 ご注文型式で警報数が2または3の場合

－ 上記以外の場合は設定しない

－２４－



調整モードの出荷時設定
選択/設定項目 PV SV 備考

通信アドレス AdrS 01 通信機能付の場合
－ 上記以外の場合は設定しない

返信待機時間 rES.d 10 通信機能付の場合
－ 上記以外の場合は設定しない

リニア入力上限値 H= 1999 センサー入力が電圧または電流の場合
－ 上記以外の場合は設定しない

リニア入力下限値 L= -1999 センサー入力が電圧または電流の場合
－ 上記以外の場合は設定しない

設定範囲上限値 H= 右記 センサー入力の温度範囲の上限値
設定範囲下限値 L= 右記 センサー入力の温度範囲の下限値

16 出力モードがR（リレー接点）の場合
比例時間 Pt= 2 出力モードがS（SSR駆動電圧）の場合

－ 出力モードがI（電流）の場合は設定しない
60 出力モードがI（電流）の場合

比例帯 Pb= 6 上記以外でセンサーが測温抵抗体の場合
10 上記以外の場合

積分時間 I= 0 I機能なし
微分時間 d= 0 D機能なし

ARW の設定 Ar= 100 －
オフセット値 rSt 0 －

センサー誤差補正 SAdj 0 －
伝送出力ｽｹｰﾘﾝｸﾞ 4= ※2 伝送出力(T)オプション付の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
伝送出力ｽｹｰﾘﾝｸﾞ 20= ※1 伝送出力(T)オプション付の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
ヒーター断線判定値 HAL 1.0 ご注文型式で警報数が2または3の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
警報感度 ALｄF 1 ご注文型式で警報数が1、2、3の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
※1 設定範囲上限値と同じ（即ち、センサー入力の温度範囲の上限値と同じ）
※2 設定範囲下限値と同じ（即ち、センサー入力の温度範囲の下限値と同じ）

設定モードの出荷時設定
選択/設定項目 PV SV 備考

200 センサー入力がRまたはSの場合
主温度設定値 S.P 600 センサー入力がBの場合

0 上記以外の場合
第2制御点温度 S.P2 S.P + 10 外部接点入力(C)オプション付の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
第1警報点 A1P S.P + 10 ご注文型式で警報数が1の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
第2警報点 A2P S.P + 10 ご注文型式で警報数が2または3の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
第3警報点 A3P S.P + 10 ご注文型式で警報数が3の場合

－ 上記以外の場合は設定しない
※ 第2制御点温度、第1～第3警報点は、
主温度設定値に+10～30℃加算された温度（独立）に設定されます。

－２５－
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